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私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための展示建造物の維持・保存修理
・ 本物の価値を残し、未来へ伝えるための歴史資料の維持・保存修理
・ 未来の指針となる明治時代の価値を伝えるための展示（常設展及び企画展）
・ 明治時代製造の蒸気機関車及び京都市電の動態展示
・ 博物館明治村の事業全般

ご支援の内容

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は一定の「税制控除対象」となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。
・ クレジットカード
・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

ご寄付の方法

詳しくは博物館明治村公式サイト内
「明治村みらい基金」をご覧ください。

ご支援額に応じて、感謝の気持ちを込めたご返礼をお届けいたします。
【返礼品の例】
【年間3万円～】 	 明治村ペア入村券進呈　等
【年間10万円～】 	現地での活動報告ツアーご招待（建築・学芸・乗物各担当がご案内する特別なツアー）、
	 ご支援者さまの集いご招待（明治村みらい基金1年間の活動報告）、
	 第二のふるさと住民票発行（1年間入村無料）　等

ご返礼の内容

3.20（木） ご支援者さまの集い
　名鉄岩倉変電所にて開催。
6.15（日） 建築担当の活動報告ツアー
　品川燈台等修理工事について報告。

～ご返礼イベントを実施しました～

「ご支援者さまの集い」の様子
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芝
川
邸
一
階
の
一
続
き
の
客
間
・
食
堂
は
、
洋
風
で

も
あ
り
、
和
風
で
も
あ
る
。
で
は
和
洋
折
衷
か
、
と
い

え
ば
少
し
違
う
。
天
井
は
椹さ

わ
ら
い
た板

の
網
代
と
葦よ
し
ず簀

の
格

天
井
、
床
は
リ
ノ
リ
ウ
ム
張
り
、
南
北
に
は
二
つ
の
暖

炉
が
向
か
い
合
う
。
二
階
座
敷
は
、高
い
天
井
に
障
子

と
縦
長
の
ガ
ラ
ス
窓
の
二
重
の
開
口
部
を
備
え
て
い

る
。
し
か
し
内
外
を
つ
な
ぐ
緩
衝
帯
と
し
て
の
縁
側

空
間
で
は
な
く
、む
し
ろ
内
外
の
立
面
処
理
の
工
夫
と

見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
奥
の
四
帖
半
和
室
に
は
、イ
ス
座

の
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、和
室
で
あ
り
な

が
ら
こ
の
高
い
天
井
は
、「
和
室
だ
か
ら
こ
そ
、外
部
の

荒
涼
と
し
た
自
然
に
対
峙
す
る
に
は
こ
の
高
さ
が
必

要
な
の
だ
」と
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
だ（
写
真
６
）。

た
頃
、
砂
漠
を
駱
駝
で
は
な
く
馬
で
、
颯
爽
と
駆
け
抜

け
る
西
洋
貴
族
風
の
冒
険
家
た
ち
に
出
会
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
芝
川
に
は
、ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。彼
は
、上
方
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
明
治
期
の
日
本
文
化
か
ら
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ

た「
高
貴
な
野
性
」を
、こ
の
場
所
に
喚
起
さ
せ
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
武
田
は
そ
の
想
い
に
杉
皮
張
り

と
造
形
の
冒
険
に
よ
っ
て
応
じ
た
。
そ
の
後
、昭
和
初

期
の
和
館
部
分
の
増
築
時
に
は
、外
壁
仕
上
げ
を
杉
皮

張
り
か
ら
凹
凸
の
あ
る
白
漆
喰
の
塊
り
を
打
ち
つ
け

る
ド
イ
ツ
壁
仕
上
げ（
写
真
３
・
註
）に
変
更
し
て
い
る
。
和

風
の
透
明
感
を
生
か
し
な
が
ら
、ゼ
セ
ッ
シ
ョ
ン
風
の

強
い
存
在
感
を
追
求
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

　

芝
川
邸
は
和
館
だ
け
で
な
く
、
日
本
庭
園
や
茶
室

な
ど
を
充
実
さ
せ
、
関
西
圏
の
上
流
階
層
の
社
交
場

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
甲
東
圏

に
お
い
て
は
、
関
西
学
院
を
核
と
し
た
学
園
都
市
的

な
色
彩
を
強
め
て
い
く
。代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、

芝
川
邸
は
新
た
な
世
代
の
交
流
の
場
と
も
な
り
、
映

画
の
ロ
ケ
や
学
園
祭
の
稽
古
場
に
も
な
っ
た
。
な
ん

と
、後
に
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
バ
ン
ド「
ア

リ
ス
」も
、こ
こ
芝
川
邸
か
ら
巣
立
っ
た
と
い
う
。
明

治
末
か
ら
戦
後
の

昭
和
に
か
け
て
の

阪
神
間
の
環
境
・
住

宅
・
都
市
・
文
化
の

う
ね
り
に
芝
川
邸

は
も
ま
れ
、同
時
に

そ
の
形
成
に
参
与

し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー

で
も
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
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以
前
に
六
甲
山
の
麓
に
位
置
す
る
新
幹
線
新
神
戸

駅
か
ら
三
宮
の
方
へ
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。
十
五
年

ほ
ど
前
の
こ
と
だ
っ
た
が
、大
き
な
老
猪
が
繁
華
街
の

歩
道
を
ヨ
タ
ヨ
タ
と
歩
い
て
い
た
。
私
は
ビ
ッ
ク
リ

し
た
が
、街
の
人
は
そ
れ
を
見
て
も
平
気
の
様
子
。
よ

く
あ
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
そ
の
時
思
っ

た
。
神
戸
市
街
地
の
人
々
に
と
っ
て
六
甲
山
は
、
深

く
、険
し
い
特
別
感
と
身
近
な
親
し
み
の
よ
う
な
独
特

な
距
離
感
が
あ
る
こ
と
を
垣
間
見
た
よ
う
に
思
っ
た
。

　

日
生
劇
場（
一
九
六
三
年
）や
大
阪
新
歌
舞
伎
座

（
一
九
五
八
年
）な
ど
多
く
の
至
高
の
作
品
を
残
し
た

建
築
家
・
村
野
藤
吾（
一
八
九
一
～
一
九
八
四
）は
、
一

時
期
建
築
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
推
進
す
る
視
点
か
ら
、

村
野
の
姿
勢
は
商
業
主
義
が
強
す
ぎ
る
と
の
批
判
も

あ
っ
た
が
、そ
の
芸
術
的
手
腕
へ
の
高
い
評
価
は
一
貫

し
て
い
た
。
し
か
し
、村
野
は
国
内
で
は
高
く
評
価
さ

れ
て
き
た
一
方
で
、国
際
的
に
は
十
分
に
注
目
さ
れ
て

き
た
と
は
言
い
が
た
い
。
村
野
の
環
境
へ
の
繊
細
な

感
受
性
は
、
論
理
と
し
て
は
捉
え
に
く
く
、
国
際
的
に

は
理
解
し
に
く
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
村
野
の
自
邸
が
宝
塚
の
清き

よ
し
こ
う
じ
ん

荒
神
に
あ
っ
た
。

こ
の
住
宅
は
多
く
の
村
野
傑
作
の
中
で
も
眉
目
と
見

做
さ
れ
て
い
た
が
、残
念
な
が
ら
阪
神
淡
路
大
震
災
で

倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
村
野
の
生
前
に
こ
の
住

宅
に
三
度
訪
問
し
、村
野
か
ら
話
も
伺
っ
た
。
村
野
の

自
邸
は
、
大
和
棟
の
民
家
の
一
部
を
移
築
し
た
り
、
床

柱
の
位
置
を
微
妙
に
変
更
す
る
な
ど
の
改
造
の
痕
跡

を
至
る
と
こ
ろ
に
残
し
て
い
る
が
、村
野
は
そ
れ
に
つ

い
て
長
年
あ
ま
り
多
く
を
語
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

時
に
村
野
夫
人
が「
若
い
頃
か
ら
村
野
は
お
金
が
入
る

と
、す
ぐ
住
ま
い
の
改
築
に
つ
ぎ
込
ん
で
し
ま
う
ん
で

す
よ
。」と
語
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
村
野

は
隣
で
微
笑
ん
で
聞
い
て
い
た
が
、「
緑
の
多
い
清
荒

神
の
環
境
に
馴
染
む
よ
う
に
、住
宅
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

考
え
て
い
ま
し
た
。」と
少
し
力
を
込
め
て
語
っ
て
い
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、「
気

付
い
た
ら
そ
こ
が
村
野
邸
の
玄
関
で
あ
っ
た
。」
―

そ
ん
な
自
然
な
導
線
が
敷
地
に
息
づ
い
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
敷
地
環
境
と
の
呼
応
は
、六
甲
山
系
の
麓
や

東
側
周
辺
に
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
住
宅
や
住
宅
地
開

発
に
も
共
通
し
て
い
る（
図
１
）。
た
と
え
ば
、
石
井
修

（
一
九
二
二
～
二
〇
〇
七
）に
よ
る
甲
陽
園
の
住
宅
群

や
、安
藤
忠
雄（
一
九
四
一
～
）の「
六
甲
の
集
合
住
宅
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、大
阪
大
都
市
圏
か

ら
郊
外
へ
と
広
が
る
都
市
の
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
を
超

え
て
、周
囲
の
環
境
へ
の
強
い
想
い
や
歴
史
的
な
阪
神

都
市
文
化
圏
へ
の
愛
着
の
よ
う
な
も
の
が
感
得
で
き

る
の
で
あ
る
。

　

芝
川
又
右
衛
門
が
六
甲
山
系
の
東
端
に
位
置
す
る

甲か
ぶ
と
や
ま

山
の
東
の
土
地
・
甲
東
園
を
取
得
し
、
耕
作
地
に
適

さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
の
土
地
で
果
樹
園
を
営
ん

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
管
理
兼
別
荘
と
し
て
芝

川
又
右
衛
門
邸（
以
下
、「
芝
川
邸
」と
表
記
）が
建
築
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
芝
川
邸
の
デ
ザ
イ
ン
は
、後

述
す
る
が
、一
階
部
分
の
客
間
と
食
堂
を
一
体
化
し
た

大
空
間
と
大
き
な
ベ
ラ
ン
ダ（
写
真
１
・
２
・
４
）
が
平
面
計

画
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
が
、二
階
座
敷
の
障
子
と

ガ
ラ
ス
窓
の
二
重
の
開
口
部
の
扱
い（
写
真
５
）と
共
に
、

世
紀
末
か
ら
の
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ト
、ゼ
セ
ッ

シ
ョ
ン
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

新
気
運
の
デ
ザ
イ
ン
傾
向
に
対
し
て
意
欲
的
な
武
田

五
一（
一
八
七
二
～
一
九
三
八
）の
姿
勢
が
特
徴
付
け

ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な

新
し
い
造
形
運
動
の
よ
う
な
傾
向
に
も
関
わ
ら
ず
、こ

れ
ら
の
外
壁
に
当
初
は
杉
皮
張
り
を
用
い
て
い
た
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

芝
川
又
右
衛
門（
以
下
、「
芝
川
」と
表
記
）は
、
当
初

こ
の
建
物
を
甲
東
園
周
辺
で
馬
を
乗
り
回
す
た
め
の

拠
点
と
し
て
も
使
い
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
私
が
か
つ
て
エ
ジ
プ
ト
の
ギ
ザ
台

地
や
古
代
テ
ー
ベ
西
岸
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
て
い

明
治
村
の
建
築
に
視
る
日
本
近
代
青
春
群
像
物
語 

〈
十
八
〉

館
長
　
中
川 

武

芝
川
又
右
衛
門
邸
―

阪
神
と
和
洋
の
間
に
咲
い
た
花
（その二）

写真2　一階ベランダより南西隅より南東隅を見る

写真1　ベランダ写真（写真提供：千島土地株式会社）

野
生
と
文
化
の
う
ね
り

四

大
阪
と
神
戸
の
間

三

武
田
五
一
が

和
洋
の
境
に
見
た
も
の

五

図
１ 

六
甲
山
系
と
阪
神
間
の
環
境（
地
理
院
地
図
を
加
工
し
て
作
成
）

六甲山

淀川

六甲の集合住宅Ⅰ〜Ⅲ六甲の集合住宅Ⅰ〜Ⅲ
（安藤忠雄）（安藤忠雄）

甲陽園住宅群甲陽園住宅群
（石井修）（石井修）

清荒神 村野邸清荒神 村野邸

甲東園 芝川邸甲東園 芝川邸

JR西宮駅JR西宮駅

大阪環状線大阪環状線

JR新神戸駅（新幹線）JR新神戸駅（新幹線）
大阪

写真3　外壁のドイツ壁仕上げに使用したササラ

写真5　二階座敷 写真4　一階客間・食堂　椹板の網代と葦簀を市松状に配した格天井

写真6　二階四帖半和室



5 4

註	

「
ド
イ
ツ
壁
仕
上
げ
」と
は
、
モ
ル
タ
ル
を
主
成
分
と
す
る
左
官

材
料
を
、
サ
サ
ラ
等
で
壁
面
に
叩
き
つ
け
て
凹
凸
を
出
す
仕
上

方
法
を
示
す
。

主
な
参
考
文
献

	

株
式
会
社
竹
中
工
務
店 

一
九
九
六
年 

『
芝
川
邸
と
武
田
五
一
展

～
阪
神
大
震
災
と
文
化
財
保
護
〜
』

	

博
物
館
明
治
村 

二
〇
〇
七
年 「
特
集
芝
川
又
右
衛
門
邸
」『
明
治

村
だ
よ
り
』第
四
十
九
号

	

博
物
館
明
治
村 

二
〇
一
〇
年 

『
明
治
村
建
造
物
移
築
工
事
報
告

書  

第
十
二
集  

芝
川
又
右
衛
門
邸
』

　

玄
関
か
ら
屋
根
裏
へ
つ
づ
く
階
段
室
に
は
、白
漆
喰

を
パ
テ
で
盛
り
上
げ
、金
銀
の
円
盤
で
渦
巻
模
様
を
つ

く
り
、真
鍮
粉
を
塗
っ
て
さ
ら
に
存
在
感
を
強
め
る（
写

真
７
～
10
）。
ク
イ
ー
ン
ズ
ト
ラ
ス
で
開
放
的
な
屋
根
裏

を
作
り（
写
真
11
）、
小
屋
組
強
化
の
た
め
の
金
具
を
彩
色

し
て
、物
置
空
間
を
盛
り
上
げ
る
。

　

こ
う
し
た
住
宅
デ
ザ
イ
ン
の
試
み
は
、武
田
の
手
が

け
た
都
市
や
建
築
、デ
ザ
イ
ン
の
広
範
な
分
野
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
和
で
あ
り
な
が
ら
洋
、実
用
で
あ

り
な
が
ら
理
論
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
細
部
か
ら

家
具（
写
真
12
・
13
）、
建
築
、
都
市
へ
と
及
ぶ
武
田
五
一
の

融
通
無
碍
さ
が
、後
進
に
与
え
た
影
響
は
は
か
り
し
れ

な
い
も
の
が
あ
る
。

訃 報

写真10　渦巻模様仕上げに使用した円盤鏝

写真8　一階玄関・階段室  ステンドガラス窓  渦巻模様漆喰壁真鍮粉塗装写真9　一階玄関・階段室  ステンドガラス窓  板戸を開けた状態

写真13　武田五一デザインの芝川邸の花台 写真12　武田五一デザインの芝川邸のベンチ

写真11
屋根裏　強化金具は彩色している

▶2025.3-2025.6

　千早赤阪小学校講
堂にて、明治村の60
年を振り返る企画展を
開催しました。明治村
の歴史を①明治建築
のサルベージ時代②
博物館としての模索
時代③より体感的な博
物館を目指した時代と3つに区分し、各時代を象徴する品々
とともに現在の明治村になるまでの道のりをご紹介しました。

　関係機関（自治体や関連会社等）や建物の旧所有者、資料の寄贈者の方々をお招きし、三重県庁舎にて記念式典を行いました。式典で
は、髙﨑裕樹理事長と中川武館長より挨拶を行い、犬山市原欣伸市長より祝辞を賜りました。また、日本リードオルガン協会会長の中村証二氏
によるリードオルガンの演奏を行いました。
　阿川佐和子村長と中川館長の対談企画では、オルガニスト吉田文氏によるパイプオルガンの演奏の後、阿川村長と中川館長に明治村のこ
れまでと未来について語っていただきました。

開村60周年記念式典及び
対談 「村長の10年、館長の10年、そして『夢の博物館』明治村へ」

開村60周年記念企画展
「ざくざく！ ぞくぞく！ わくわく！ 
明治村の “Oh!”たから大集合！」

〜8
3

29
6

3
18,20

　工部省品川硝子製造所に喫茶店「メイジ珈琲時館」が新しくオープン
しました。オープンに併せ、明治時代の珈琲や喫茶店文化を、所蔵の珈
琲ミルとともにご紹介する企画展を開催しました。

「メイジ珈琲時館」及び「ミルで見る？ 
見るだけじゃない珈琲と喫茶店文化」

〜18
3

29
6

　坐漁荘・亦楽庵席（席主・筒井如是庵）、学習院長官
舎席（席主・北村美術館）、芝川又右衛門邸席（席主・和
泉市久保惣記念美術館）の3席を設けました。芝川又
右衛門邸席では明治村初となる煎茶席を開催しました。

「第57回明治村茶会」25・26
4

入鹿池への自衛隊機墜落事故に関する捜索活動への協力のため、
5/15（木）〜5/23（金）まで臨時休村しました。

　今年の端午の節供は所蔵の郷土玩具のう
ち武将がモデルとなった土人形をご紹介する
展示を開催しました。ゴールデンウィーク期間
には2丁目にて菖蒲と蓬で邪気を払う「軒菖
蒲」を行いました。

「端午の節供〜武将たちの集い2025」

〜29
3

25 
5

建築担当が屋上の防水層処理の経過や建物３階部分をご案内したほか、帝国ホテ
ルの移築にあたり検討したことをお伝えしたり、解体材についての解説も行いました。

帝国ホテル中央玄関修理現場見学会
7 

6

　開村60周年企画として普段見られない非公開エリアや写真スポットをご案内する「“推し建物”ガイド」
と、テーマを設けて明治村内にある複数の建物を巡る「“とっておき”ガイドツアー」（次頁参照・事前予約
制）を12月まで開催しています。

スタッフの“推し建物”ガイド及び“とっておき”ガイドツアー

臨時休村について

　明治村所蔵の錦絵から版木を制作し、多色刷りを体験して
いただくイベントを開催しました。版木は「建物」「乗物」「風俗」
「行事」をテーマにスタッフ一押しの錦絵を選定しました。

「べらぼうに楽しもう！ 
明治の多色刷り体験」7・8・14・15

6

写
真
７　

階
段
室　

玄
関
よ
り
屋
根
裏
を
見
る

公
益
財
団
法
人
明
治
村
理
事
で
あ
り
、
建
築
家
・
谷
口
吉
生
先
生（
谷

口
吉
郎
初
代
館
長
の
長
男
）
が
2
0
2
4
年
12
月
16
日
に
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
23
日
に
は
、
オ
ー
ク
ラ
東
京
に
て
お
別
れ
の
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
谷
口
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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各イベントの詳細は、明治村公式HPをご覧ください。

明治村の60年間を辿る企画展では明治村を象徴する「お宝」の数々を出品しました。その中でも選りすぐりの逸品をご紹介します。

財団法人明治村常務理事を務めた野田
宇太郎氏が監修した明治村限定の復刻
版。アンカット製本や「天金」というこだ
わりぶり。

聖ヨハネ教会堂の建築時にすえられた定
礎石から発見された聖書やコイン。建物
の解体によって初めてその存在が明らか
になった。

「建物ガイド」を開始した当時にスタッフ
が着用していたドレス。デザインや生地
にもこだわって製作した。

明治村版『吾輩は猫である』 定礎石から出てきたお宝 おもてなし衣装のドレス

企画展 「ざくざく！ ぞくぞく！ わくわく！ 
明治村の “Oh!”たから大集合」 “Oｈ！ た・か・ら” ご紹介

絵
に
は
円
卓
が
描
か
れ
て
い
ま
す（
図
）。
こ
の
こ

と
か
ら
、
一
家
は
卓
袱
台
で
食
事
を
し
て
い
た

こ
と
が
推
測
で
き
ま
す
。
卓
袱
台
は
折
り
畳
む

こ
と
が
で
き
る
も
の
が
多
く
、
使
わ
な
い
と
き

は
脇
に
寄
せ
ら
れ
、
空
間
を
柔
軟
に
活
用
で
き

る
道
具
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
猫
の
本
に
お
け
る
茶
の
間
は
、食

事
・
会
話
・
仕
事
・
休
息
な
ど
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
る
柔
軟
性
の
高
い
空
間
と

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
日
本
家
屋

は
襖
を
取
り
払
え
ば
、い
か
よ
う
に
も
使
用
で
き

る
空
間
で
す
。
茶
の
間
も
ま
た
特
定
の
用
途
に

縛
ら
れ
ず
、長
火
鉢
や
卓
袱
台
が
多
様
な
使
い
方

と
人
々
の
交
流
を
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、生
活
の

核
と
な
る
空
間
で
し
た
。「
珍
野
一
家
」、ひ
い
て

は
漱
石
の
暮
ら
し
の
息
づ
か
い
が
感
じ
ら
れ
る

こ
の
茶
の
間
か
ら
、当
時
の
生
活
文
化
に
思
い
を

馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

的
な
生
活
道
具
が

登
場
し
ま
す
。
た

と
え
ば
、「
…
茶
の

間
の
柱
時
計
が
チ

ン
チ
ン
チ
ン
チ
ン

と
四
時
を
打
っ
た
」

「
…
茶
の
間
へ
出
御

に
な
る
と
、超
然
と

し
て
長
火
鉢
の
横

に
座
を
占
め
た
」と

あ
る
よ
う
に
、柱
時

計
が
掛
け
ら
れ
、長

火
鉢
が
据
え
ら
れ

て
い
ま
し
た（
写
真

2
）。
と
り
わ
け
長

火
鉢
は
猫
の
本
で

も
頻
繁
に
登
場
し
、

茶
の
間
の
中
心
的

存
在
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

長
火
鉢
は
暖
を
取
る
だ
け
で
な
く
、
お

湯
を
沸
か
し
た
り
、
お
茶
を
淹
れ
た

り
、
灰
皿
替
わ
り
に
な
っ
た
り
と
何
か
と
便
利

な
道
具
で
す
。

　

で
は
、
茶
の
間
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
猫
の
本
に
は
長
火
鉢
を
囲
ん
で
人
々

が
談
笑
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
お
り
、
茶
の
間

が
人
々
の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
ま
た
、「
苦
沙
弥
先
生（
註
一
）」と
喧
嘩
を
し

た「
細
君（
註
二
）」が
針
箱
と
着
物
を
抱
え
て
逃
げ

込
む
場
所
も
茶
の
間
で
し
た
。「
茶
の
間
か
ら

細
君
が
出
て
き
て
」「
…
細
君
は
茶
の
間
へ
引
き

下
が
る
。」と
あ
る
よ
う
に
、
細
君
に
と
っ
て
は

落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る
日
中
の
居
場
所
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
茶
の
間
は
食
事
の
場
と
し
て
も
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
長
火
鉢
の
傍
に
陣
取
っ

て
、
食
卓
を
前
に
控
え
た
る
主
人
の
三
面
に
は

…
」と
始
ま
る
朝
食
の
場
面
で
は
、
本
文
に
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
当
該
シ
ー
ン
の
挿

　

森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
住
宅
は
、
明
治
時
代
の
典

型
的
な
中
流
階
層
の
住
宅
で
あ
り
、
文
豪
・
森
鷗

外
や
夏
目
漱
石
が
住
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
家
を
訪
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
屋
の
種
類
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
気

づ
き
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
写
真
1
）。
こ
れ

は
、
夏
目
漱
石
が
こ
の
家
と
自
身
の
生
活
を
モ

デ
ル
に『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
以
下「
猫
の
本
」

と
表
記
）を
執
筆
し
た
こ
と
か
ら
、
明
治
村
が
猫

の
本
や
回
想
録
を
も
と
に
室
内
を
再
現
し
て
い

る
た
め
で
す
。
今
回
は
、
猫
の
本
で
も
登
場
頻

度
の
高
い「
茶
の
間
」が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
か
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

猫
の
本
の「
茶
の
間
」に
は
、
い
く
つ
か
象
徴

註
一	

珍
野 

苦
沙
弥（
ち
ん
の 

く
し
ゃ
み
）。
本
書
の
主
人
公

で
あ
る
猫
の「
吾
輩
」の
飼
い
主
で
あ
り
、
中
学
の
国
語

教
師
。
漱
石
自
身
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
。

註
二　

珍
野
夫
人

引
用
文
献

夏
目
漱
石　

二
〇
〇
七
年『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
岩
波
書
店
）

写
真
1
　
柱
時
計
の
下
に「
茶
の
間
」と
表
記

写
真
2
　「
茶
の
間
」の
再
現
展
示

柱時計

長火鉢

卓袱台

針箱

図
　「
猫
の
本
」の
食
事
シ
ー
ン
の
挿
絵

「猫の本」の茶の間から
	 1丁目9番地 森鷗外・夏目漱石住宅

88/9/9（土）（土）～17～17（日）（日）、23、23（土）（土）・24・24（日）（日）、30、30（土）（土）・・3131（日）（日）

20：30まで20：30まで
延長開村延長開村！！

※入村は20:00まで。
※一部エリアは17:00まで。
※荒天時は延長開村中止の場合があります。

花火競演花火競演  ※荒天中止

野外ステージショー野外ステージショー ※雨天中止

体感型プロジェクションマッピング 体感型プロジェクションマッピング 夏夜の賑わい夏夜の賑わい

ミッション・イン・ホスピタルミッション・イン・ホスピタル  
〜明治の病院探検ツアー〜〜明治の病院探検ツアー〜

スタッフの
“推し建物 ”ガイド

“とっておき”
ガイドツアー

ライトアップされた歴史的建造物と、間近
で見られる鮮やかな花火との競演をお楽し
みください。

金魚絵師として名高い深堀隆介氏の代表作「金魚酒」シリー
ズや「百

もも

船
ふね

」と「百
も も ち

千船
ぶね

」を用いて金魚屋台を模したインスタ
レーション「平成しんちう屋」のほか、明治村が所蔵する民具
と融合した今イベント限定インスタレーションなど、当時の
人々の暮らしを支えた品々と深堀氏の作品が織りなす、明治
と現代を繋ぐ金魚の世界をお楽しみください。 ≪金魚酒 命名 伽

きゃらん

蘭≫

金魚や花火など「夏」をテーマにした映像が教
会堂を彩ります。地面の映像に触れると金魚が
動き出したり花火が打ち上がったりなどするほ
か、教会堂の壁面や周囲のオブジェも変化!

人々を苦しめてきた病魔の正体を探ろう!

⾦⿂絵／深堀隆介

時 間  20：00～  会 場  帝国ホテル中央玄関前芝生広場付近

時 間  10：30～16：30
　　　　 ※「宵の明治村」開催日は 10：30～19：00
展示観覧料※  大人（高校生以上）800円   小・中学生 500円
　　　         ※展示観覧特典付き
会 場  千早赤阪小学校講堂

時 間  ① 18：30～ ② 19：30～  会 場  帝国ホテル中央玄関前芝生広場

明治偉人隊／琉球國祭り太鼓／笑 ／゙JAZZ SURVIVOR／
大治太鼓 尾張一座／青春応援団 我無沙羅／火付盗賊／うりずんエイサー

時 間  18：45～20：30  
会 場  聖ザビエル天主堂および付近
協 力  名古屋造形大学

時 間  ① 18:00～ ② 18:30～ 
　　　 ③ 19:00～ ④ 19:30～  
定 員  各回 10名様

※ 16:00より会場にて整理券を配布します。

会 場  名古屋衛戍病院

実施日  7月～9月の 6日、16日、26日
　　　  ※休村日を除く （予約不要）

参加料  無料
実施時間  ① 10：30～12：00 ② 13：30～15：00

実施日  7月～9月の 10日、20日、30日 

　　　  ※休村日を除く

参加料  お 1人様 500円（各回 15名様）

実施時間  ① 11：00～ ② 13：30～ （各回約 60分）

出演者

をセットにしたお得な
前売り電子チケットを
販売 !

明治村入村料と
展示観覧料

金魚印金魚印御金魚集メ御金魚集メ
を進呈 !


